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の結果を得た.

考察

従来にヰ了H J日､サミン(T)捕l一:,]沌三はあるが.単位が

変わるという欠点があった.今回我々が作った補蔽式で

は,フルタトサミソその転のの健を補正することから単

位は変わらずをこすむ.よって,チ-タ-との互換性をも

考えると,本法が良好と考えられる,

8)R apid Cyelerの臨床特徴と甲状腺機能に
つ いて
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今回我々は双極性 うつ病の率の RapidCycler群と

non-RapidCycler群について血清甲状腺ホルモンおよ

び TSH 基礎値を測定 し,さらに Rap呈dCyder群に

ついては TRH テス トを施行 し, その結果に㌦)いても

報菖 Lた.また RapidCycler群の臨床特徴について

も nC)r沌 apidCyeler群と比較 し考察 した.

【対象∴万沃】
対象は新潟大学開通の7カ所の精神病院に入院中ある

いは通院中の Majoraffective郎soder(DSM-投首)狗

症例で,RapidCyclerの定義に合致するもの20名 (女

性15名,男性5名)と mcin-RapidCycier19名 (女性

ユ1名,男性8名)である.すべての対象は寛解状態ある

いは軽 うつ状態で内分泌, 心,肝,腎疾患のあるものは

除外 した.このうち検査を施行 したものは鮎pidCye且er

17名 (女性13名,男性 4名),mjn-RapidCyeler17名

(女性 9名,男性 8名)であった.今回の調査時点で リ

チウムを服用 していたものは Rapid CycleT群 6名

(女性4名,男性 2名),mom-RapidCycler群11名 (女

性 7名,男性碩名)であった. リブか レバてゼピンを服

用 Lていたも瑚 まRapidCyder群12名 (女性9名,男

性 3名),m()∩ -RapidCyclerは女性 1名のみで,両者

を併用 していたものは RapidCyclerの女性3私 moEi-

KapidCyckrの女性 1名であった.末的甲状腺ホIidを

ソおよび rrSH 基礎値の採血は昼食前の比較的安静時

に行った,TRH テストは 500欄 の TRH を静注免荷

し15分∴ ')0分.60分し')1tTl慣 TStl不潤J走 した.′1､二1.′1､ト

413

n'3.I-T.1.rTこ!は tt1̂ により測定 した. 了とた TSH

の測定は抗 TSH モノクローナル抗体を用いた高感度

TSH-RIA により行･--,た.なお対象患 音全員には研究LT)

主旨を良 く説明し充分な同意を得た,

監結果ヨ

今回Lll調査では RapidCl.clビrはな̀性に有意に多く

従来(･')報告結果と ･致 していた.また男性の lくLIPid(辛

壷 Tは女性に比し平均年齢が着意をこ高かった.臨床症

状では女性の RapidCyclerのうつ病相で精神運動抑

制が著 しかったが,自殺企画の有無など他の症状には明

らかな差は認められなかった,菜摘甲状腺ホルモンに関

してLlLtこIPidCyで1er群は n()mlくこIPidnでIer群に比

し T 3,T 4,fT 3,fT 4,rT3がいずれも有意をこ低かった

が了rSH 基礎値には有意差は認められなかった.男女

別にみると女性では上述の末櫓甲状腺ホルモン値は Ra-

p豆dCyder群が mom-RapedCyclerに比 しやはり着意

に低かったが,男性では症例数が少ないこともあって両

群問に有意差は認められなかった.RapidCyclerのTRH

テス トでは TRH 負荷前の TSH 基礎値と免荷後の△

maxTSH に明らかな相関があった.また RapidCy-

cleT17名車低反応 (△maxTSH 5即日/mi以下)2名,

過剰反応 (△maxTSH 20llu/ml以 上) 2名で以前に

我々が報鷺 した太感情障害患者の TRH テス トの結果

と差があり了rRH をこ対する反応性が太感情障害群と異

なる可能性が示唆された,

9)遊離型-ロペ リドール血中濃度測定
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プチとコ7二蔓ノ ン系抗精神病薬である-ロペ ljド-ル

∈HAL) の血中濃度の測産は-一般化 しつつある中 洞AL

はその多くが蛋白と結合 して存在する蛋白結合性薬物で

あり,その遊離型の勉や濃度は,総濃度に比 Lより直接

に薬理学的反応に反映するものとLて惑賓である. しか

し遊離型の血中濃度は極めて低いため検出が困難である.

また遊離塾分離には従来から平衡透析法や限外濠過法が

済いられているが,どの方法を周いても分離操作中に系

の中の重臣ヨと HAL の結合の平衡を変化させるのでき

報告によって遊離型分画の債に多少の相適が見られる.

私たちほ遠心分離をこよる限外液過法を周いることにより,

迅速に遊離型を分離 して生体内の濃度をこ近似させる努力
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を した. さ吊 こ IIAL に対す/:-'モノ'/rT一十 JL抗休

(.mAh､)をf~削 ､て血中 HAIJi)㌔)超高感度lくIAを,確立し,

遊離型 tl̂ L 濃度の測定を試_i.i./∴ ニ〔LJl方法で は従来

の報告(･')20分LJ)Iかと､-50分亡7う1Lp71低濃度(7澗J定 が 可能で

ある∴.jj法~し＼､:tlAユ_∫Lり十卜基にcarl)oxy･m(1Lh(1Xyl;lnlill(､

を反応 さ･･l･_t.チ,tlI+i･牛llll清 ^1t)上結 合させたヰ)LJ)を童;〔

原:i･こして IllAhハ作成を行IP･･_,た.m八hを用い関限 Il'Lr)

した.こハ･T)忠,LF再釦tt清を用し､た~J'､--t･_仁こ･分裂病患者

15例に-~~)いて遊離里 IljuJLr)im中濃度を測定 した.遊

離型はー}'ミニIパ ト製 h!n)S-.-mにて血清 lnllJ3t:I()O()ど,

で精神分裂病ある摘 孟分裂病棟障害と診断された患者の

うち,拍AL を主剤として治療されているものから得た.

捜 /).･lfiIELtI.5mgl＼lLqTTlg(-1こIy. lr･''-均 8.8mt:dこ.1さ,-iT恭一､

(I)'i:差反応性を調べた結製. 二ir)抗体は ト1AI..し'lLtl･ヘ

リジニル基を専心とした部位を認識するものと考えられ

ナ∴ 紬‖抽t清と.r恒;=EfiL清にリいて Ⅰモ】A で定鼓した結ti1-.

両者は商い庶相関を示 し,抽出操作をしない直接アッセ

イで 胤 血中濃度の測定が可能であると考えられた,

また,測定感度は20pg/m首という極めて微塵であった,

このような特性を持つアヅ艇イ法で対数患者について血

中 HAIJ濃度を酢足した結果. 総 rlAl.濃度は平均

19.211gllll.遊離型 H八.L 濃度は平均 こi.～lnLILr111.遊

離塾HA監分画 宅遊離型分画とは絶濃度に占める遊離

塾濃度の割合)は平均20.5%であった.臨床デ-タと

血中濃度上州紺紅亡は 総及び遊離型 t.i:,ll_濃度と mJ-

RS陽性スコアに着意な魚の相関が鳳も㌔だされた.この

結果は吉本L■'.Smith∴(i)報苦と-一致 してい:::,.血中

脂質こL_L')間断ニー)いては､遊離型 HAIー濃度は.tln_Et-

総二LL･-く:;-u-I,iLL_鉦7),lfJ_沖遊離脂肪髄LLIH:J.L'リjJ意左

相関を示した.こL71こ上か亡､',lflL中脂質が トlAⅠ,(･･7)休

内動感に対して重要な影響を盈を富している可能性が示唆

さ才.tた.今後本方法J)妥当性に一･,トで慎重に検討 してい

きたし､.

10)抗精神病薬 と受杏体 について

西沢 芳子 く国立療養所犀潟病院)

中枢神経系における情報の授受応答はシナプスの受容

休を介して行われる.その受容体に人為的L')大きく影響

麻酔剤,そ して.抗精神病薬があげL､-,Jtる.

臨床的臣こ精神科僚機の疾患の治療には,抗精神病薬の

寄尊するところは太であるが,その作周磯序の骨子敷物

学的左解LIJ吊 二才tかL'-であり.従来(･り経験的左治療に頼

ることが多いときれている.そのた捌 こ転抗鞠神病薬と

結合する受容棒鋼同定とそれに閑適する受容体の解明が

持た畑 正午,二畑 ､-ハ･tir'糾本ハ精製へLr)試.I/人が盛/‖こ

行われて来ている&

私達 鮎これらの受容体を精製すべく準備を進めてきた

のですその結果を報告する.

履いた材料は牛脳線状体で,シナプス膜分離法を改良

して酢糖僻度勾配iこかけて超遠･L､を行い.純度ハ高い.i

ナブス膜画分を得た.

既に,抗精神病薬をこ親和性を示す受容体を見つけるた

めをこ予抗精神病薬結合アブイニティ-デルを調製 した.

棄駿に供 した抗精神病薬はフェノチアジソ系からプロペ

リシアジソとベルフェナジソとフルブェナジンを選び,

チオキサンチリ系からフルプ3ーナジソを選び,普オキサ

ら-ロペリド--紬を選んで,Rポキク活性化セファロ-

スとカ,リブ等jジグさせて抗賭神病薬結合アブイニティ-

ゲルとした.これら碍杭輪押病薬と結合Lたアブイニティ-

ゲルを用いて,調製 した純度の高いシナプス膜画分を 10

カラムにアプライして十分に洗浄後,電気泳動をこかけてき

その結合畳と受容体の種類を検討 した,結合活性測定は

ド-パ ミソ受容体との比較と抗精神病薬の作周する精神

機能をこ開巻すると思われる受容体の認識の意味も込めて,

♯H-呆ピベロyを涌いてマ ドラス･シ-マソらの方法をこ

嚢験の結果,プロペリシアジソ結合アブイニティ-潔

ロマ トグラフィ-では分子畳ま¢万以上の蛋白分子をこ高い

夕が見られた.ベルフェナジソ結合アブイニティ-タロ

方, 3万付近をこ受容体の活性ピ-夕が見られた.同様に,

他に7/Jj./rljj. 3Jjの分-T畳薫目しり受容休が見L:)れた.

廿 TIn･'77千鼠L')受容体が見LL:,わた.′＼‖べり卜-,Lでは.

10万の分子慶の受容体が特異的に活性が高 く,このゲル

を用いて単 一蛋白まで受容体を精製 した.


